
 

 

 

 

「凡事一流」と「正攻法」 
 

草津市教育委員会事務局                

学校教育担当副部長 兼 児童生徒支援課長   好士﨑 壯 
 

日頃は、草津市の教育全般にわたり格別のご理

解とご協力をいただき、また、児童生徒支援課の取

組にお力添えをいただいておりますこと、心より感謝

を申しあげます。 

私事ですが、現職に着任して３か月が経ちました。

まだまだ不慣れですが、本当に多くの方に支えてい

ただき、何とか仕事を進めている毎日です。ありがと

うございます。 

 

  教育委員会事務局には、学校現場から日々様々な

報告が届きます。人権教育、特別支援教育、不登校

支援、教育相談、いじめ事案、生徒指導・・・などを担

当する児童生徒支援課で受ける報告には、子どもた

ちや保護者の困り感が感じられるものが多くあります。

また、先生方が日々様々な課題の対応に力を尽くし

ていただいている姿も伝わってきます。 

 

  自身の子どものころを振り返ると、課題が発生した

時には、現在に比べて、教師個人の努力と情熱に

よって解決が図られていたように思います。私がまだ

若手だった頃も、その傾向は強かったように感じます。 

しかし、よく言われるように、現在は課題が多様化

し、その背景も複雑化してきており、個人の努力だけ

では解決できない事案が増えてきています。現代に

おいてこれらの事案を解決していくには、「組織的な

対応」が不可欠です。 

例えば、児童生徒支援課では、不登校未然防止・

初期対応として、小さな SOS を見逃さないため、子

どもが欠席した場合の電話連絡や家庭訪問などを

共通実践し、ケース会議などで情報共有、組織対応

していくことをお願いしています。 

多くの先生方が日常から実践されていて、当たり

前「凡事」とも思えることです。しかし、それを教職員

としての専門性をもって「一流」といえるまでていね

いに、そして徹底して実践することは難しいものです。

特に対応が重なった時などには一人の力では無理

があり、互いに協力し合っていかなければ、うまくいき

ません。 

 

  また、解決への取組においては、関係機関や専門

家との連携を図るなど、さらに多くの力を結集した

「チーム対応」も必要となります。そこでは、様々な視

点から意見が出し合われ、ケースに応じた最適な解

決策を見つけていくことになります。この専門家など

の助言は、私の経験則で恐縮ですが、多くの場合

「正攻法」であるように感じています。 

  事案の課題が大きいと、何から対応していけばよ

いか迷うことが多いのですが、結局は課題の中心に

対して正面から対処する方が良い結果につながるこ

とが多いようです。そのために必要なものを、専門家

による整理・見立て・助言をしていただいて助かった

ことが、何度もありました。 

 

児童生徒支援課では、課題に直面した時こそ、現

場の先生方と力を合わせ、専門家とのマッチングに

も注力しながら、ともにその解決に努めていきたいと

考えています。 

今後ともよろしくお願いいたします。 
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今年度の各小中学校の校内研究の研究主題を紹介します。どの小中学校でも、指導力の向上を目指して

取り組まれています。ぜひ、研究内容や取り組みの情報交換に活用してください。 

 

 

学 校 名 研 究 主 題 教科等 

志津小学校 
自ら考え協働する子どもの育成 

～やってみたい！を引き出す課題設定と学びを深める対話の在り方～ 

生活科 

総合的な学習の時間 

志津南小学校 
自分の考えを発信できる子どもをめざして 

～読み解く力の視点を踏まえた、したいもんな授業づくり～ 
全教科 

草津小学校 
つながる 広がる 深まる 生活科・総合的な学習の時間 

～気づきや思いをつなげる教師のかかわり～ 

生活科 

総合的な学習の時間 

草津第二小学校 
「かんじる ためす やってみる」 

～子どもの育ちと学びに伴走する美術教育～ 
図画工作科 

渋川小学校 
対話を通して仲間と共に学ぶ喜びがあふれ、自らの言葉で伝える子どもの

姿をめざして 
国語科 

矢倉小学校 話合い活動の充実 「何のために？」を意識して 特別活動 

老上小学校 
探究的に課題を解決しようとする子どもの育成 

～社会とつながる単元づくりを通して～ 

生活科 

総合的な学習の時間 

老上西小学校 
自ら考え、ことばで伝える子どもの姿をめざして 

～自分の考えで活発に伝え合い、学び合う授業づくり～ 
国語科 

玉川小学校 

すきです玉川 わたしも参加 つくるよろこび 

～地域への誇りや愛着を持ち、持続可能な社会の実現に向けて、主体的に

行動できる子どもの育成～ 

総合的な学習の時間 

生活科 

南笠東小学校 
「おもしろい（知的好奇心が高まる）」と思える授業づくり 

～子ども達が主体的に取り組むＩＣＴの活用を通して～ 
全教科 

山田小学校 
どの子にもやさしく「わかる」「できる」、確かな学力を育む授業づくり 

～読む力を高めるための指導の工夫～ 
全教科 

笠縫小学校 
「自ら学び伝え合う力を育てる授業づくり 

～聴いて話してやりとりする言語活動を通して～」 
国語科 

笠縫東小学校 
子どもたちの自信や意欲を培う授業の創造 

～問題発見・解決学習を通して～ 
図画工作科 

常盤小学校 
自分の言葉でいきいきと表現し合う子どもの育成 

～国語科「読むこと」の領域を通して～ 
国語科 

高穂中学校 
令和の日本型学校教育の実現に向けた学校組織力の向上 

～学びあう教師集団の育成と教師力の醸成～ 

総合的な 
学習の時間 

草津中学校 自分の考えをもち、適切に表現できる生徒の育成 全教科 

老上中学校 
探究的学習により意見交流を重ねて学びを深め考動する生徒の育成  

-ESD を中心とした総合的な学習の時間と教科の学習とを往還した取組- 
全教科 

玉川中学校 
「自ら課題を見つけ、協働の学びを推進し、解決をめざす生徒の育成  

－生命
い の ち

－」 
全教科 

新堂中学校 ESD 教育の観点から「伝える力」を育て、地域に密着した学習活動の充実 全教科 

松原中学校 
ＥＳＤを軸とした持続可能な社会の担い手となる生徒の問題解決力の育成 

～地域との協働学習を通して～ 

全教科 

全領域 

令和６年度 校内研究主題 
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☆★☆ 授業力・学級経営力のスキルアップ ステップアップを‼ ☆★☆彡 

  １学期は、アドバイザーが各学校で対象の先生の授業を参観し、事後にそれを振り返り、“授業力・学

級経営力”の向上につながる手立てを探ってきました。また、経験の深い先生の授業を共に拝見するこ

とを通して、自身の授業づくりの理論とスキルをより確かなものにしていただいています。 
 
① “ねらい”および“ねらい達成のための手立て”を明確に！ 

               授業づくりは教師用手引きをそのままなぞることではありません。 

               まず、授業のねらい＝その授業を通して子どもに育みたい資質・能力を明

確に設定すること。 

               そして、そのねらいを達成させるための最も中心となる手立てをしっか

りと立て、単元全体や１時間ごとのゴールイメージを持って授業を構想する

こと。そうしたことを一番大事にしています。 

 
 
② “子ども主体”“こどもまんなか”の授業づくりを！ 

 「正答・正解主義」、「教師主導型」授業からの脱却が求められています。 

だからと言って、「対話的」、「協働的」な学習が単なる形式的なものであっ 

てもなりません。 

 ねらいや学習内容、子どもの発達段階などに応じて、多様な“子ども主 

体”“こどもまんなか”の授業づくりを創意工夫していくことが大切です。 

 ペア・グループ活動やＩＣＴの活用などについても、そのなかで有効な 

中身や方法を考えていただくようアドバイスしています。 
 

 

 

★☆★ 効果を実感できるＩＣＴの活用を‼ ★☆★彡 

 ICT 活用支援では、アドバイザーが小中学校を訪問し、ICT の具体的な活用についての話し合いや、実

際の授業での活用場面の参観を通して、対象の先生方がその効果を実感できるように支援しています。１学

期は、アドバイザーが以下の流れで、３回学校を訪問します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキルアップ支援事業 

－３－ －３－ 

授業づくり・学級づくり支援 

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 支 援 

第１回 

懇談 

・「草津市の教員に必 

要な ICT活用能力表」 

のチェック 

・ICT活用について話 

し合う。 

第３回 

授業参観・懇談 

 

・具体的な授業を通し 

て ICTの効果を検討 

する。 

第２回 

授業参観・懇談 

 

・具体的な授業を通し 

て ICTの効果を検討 

する。 

ICT活用に 
ついて情報交換 

ICT活用に 
ついて情報交換 

演技を確認しやすい
ようにスロー録画を活
用する。 

資料を比較検討でき
るように配信機能を活
用する。 

児童生徒が全員の意
見を確認できるように
画面配信機能を活用す
る。 

図形を操作しながら
考えられるようにパ
ワーポイントの図形を
取込む。 



 

  

令和6年度草津市教職員夏期研修講座 全１６講座

№ 講　座　名 主な内容 講師 日時 場所 備考

1

人権教育講座①

（部落問題学

習）

「部落差別の解決をめざして

　　　　　　　　　　～生徒アンケートの結果からみえてくること～」

　部落差別解消に向けて、草津市として、部落問題学習等様々な

積み上げをしているところですが、学習した子どもたちは差別をし

ない人間に育っているのでしょうか。今なお、差別に苦しむ人たち

がいるということを踏まえ、それぞれの発達の段階において、どん

な教育、あるいはどんな指導が今求められているのでしょうか。

データや事例に基づくお話により、教育のもつ役割、教職員とし

て、人間としてのあり方を考える時間をいただきます。

全国人権・同和教育研究大

会実践報告協力者

原田　朋記さん

７月２４日

(水）

１３：３０

～

１６：００

教育研究

所

研修室

2

人権教育講座②

（多様性・

　　　　LGBTQ）

「ダイバーシティ教育（SDGs）って何だろう？～性別違和感を

乗り越えて～」

　ダイバーシティ（多様性）という言葉を耳にする機会が増え、関

心も高くなってきましたが、マイノリティの人々に対する偏見や差

別、否定的な考えは未だに多くあります。この講座ではLGBTQに

スポットを当て、身の回りにある無意識の偏見に気づき、理解を深

めあう機会を持つことができます。すべての子どもたちが排除さ

れることなく、「人権」が守られ、安心して過ごせる教室・学校にす

るために、私たち大人が〈性のあり方〉〈性の多様性〉について考

えてみませんか。

レインボークリエイト

代表　定政　輝さん

７月２９日

(月）

１０：００

～

１２：００

教育研究

所

研修室

3
生徒指導講座

「危機管理的な視点で事例を見立てる生徒指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～事例検討を通して～」

　不登校・いじめ対応・学級崩壊の支援・家庭環境・ヤングケア

ラーetc 、現代の子どもたちを取り巻く様々な事例をもとに、危機

管理的な視点で見立て・指導支援・対応していくための方法を演

習を通して一緒に考えてくださいます。また、普段はなかなか聞く

ことができない法的な視点からの質問にも答えていただけます。

長野総合法律事務所

弁護士

草津市学校問題

サポートチーム

アドバイザー

峯本　耕治さん

７月２４日

（水）

9:30

～

12:00

教育研究

所

研修室

教頭研修会と兼ねています。

生徒指導担当の方は3か4

のいずれかに御参加くださ

い。

4

生徒指導・教育

相談講座（他機

関連携）

【子ども家庭・若

者課共催】

「大人が変われば子どもが変わる～子どもの気持ちを理解す

る～」学校・地域・行政との連携方法について

　子どもたちの抱える悩みは、育ってきた家庭環境や身近な方と

の関係、地域環境などから影響を受け多種多様となっており、ま

た、同じ境遇であっても抱える悩みは違うことから、一人ひとりに

適した支援が求められています。このことから、必要とされる支援

の処方箋として、日頃から大阪府下で子ども・若者を精力的に支

援している経験とこども家庭庁参与としての活動をもとにお話し

していただきます。

こども家庭庁参与

辻　由起子さん

７月２５日

（木）

13:30

～

1６:00

キラリエ

草津

６Ｆ大会

議室

生徒指導担当の方は3か4

のどちらかに御参加くださ

い。

教育相談担当の方は４か５

か６のいずれかに御参加くだ

さい。

5
教育相談講座①

（不登校支援）

「不登校児童生徒とその保護者の思いに寄り添って」

　複雑化多様化した社会の変化に伴い、世の中は経済・体験格

差の拡大や家庭の不安などに満ちています。本市においても不

登校の数は年々増加しており、みなさんの学校（園）にも心配な

子たちがいます。そんな子どもたちは一体どんなことを考えている

のでしょうか？将来を見据えた指導をしていくにあたり、傷つきや

すい子どもたちにどのようにかかわればよいのか、その保護者と

どのように向き合えばよいのか、考えるヒントとなるお話をしてい

ただきます。

オープンスペース祐の風

代表

藤原　祐子さん

7月2６日

（金）

９:30

～

11:30

教育研究

所

研修室

教育相談担当の方は４か５

か６のいずれかに御参加くだ

さい。

6

教育相談講座②

（メンタルヘル

ス）

「メンタルヘルス　　～リフレーミングで楽になりませんか～」

　今年度も龍谷大学の山口特任教授に来ていただき、大津市社

会福祉協議会で組織作りに御尽力された経験をもとに、働きや

すい環境やもっと楽になれるコミュニケーション等について教えて

いただきます。学校のこと、学年のこと、学級のこと、一人で背負

い過ぎていませんか。ちょっと見方を変え、みんなで支える職場集

団のあり方について一緒に考えてみませんか。

龍谷大学特任教授

山口　浩次さん

7月３１日

（水）

１３:30

～

15:30

教育研究

所

研修室

教育相談担当の方は４か５

か６のいずれかに御参加くだ

さい。

7
特別支援教育

講座

「養護学校で出会った子どもたちとのかかわりを通して」

　傷つきやすい子、すぐに拗ねてしまう子、集団になじめない子、特

異な行動をする子・・・。教室にいる特別に支援を要する子たちの

特徴にいち早く気づき、寄り添い、応援することはすべての子ども

の安心につながります。養護学校に勤めておられたグレードアッ

プSV古日山先生のこれまで出会われた子どもたちとのかかわり

についての話を聞きながら、目の前の子どもたちにどのように接

していけばよいのか、一緒に考えてみませんか。子どもたちの卒業

後や成人した姿を見通して、学齢期に関わる上で大切にしたいこ

とを交えて教えていただきます。

グレードアップ連絡会SV

古日山　守栄さん

７月３１日

（水）

９：30

～

1１:３0

教育研究

所

研修室

特別支援教育部会の方は各

校１名以上御参加ください。

8

ウェルビーイング

な学校づくり講

座

「ウェルビーイングな学校づくり」

　子どもたちの貧困や児童虐待、ヤングケアラー問題、教職員の

離職や病気休暇等、人手不足の中、学校では教職員も子どもた

ちも頑張っています。教職員の働き方改革はもちろん必要です

が、他者の動きだけにゆだねるのではなく、現場からウェルビーイ

ングに向かい、ポジティブな発想と行動をしていくことを目指した

実践を紹介していただきます。草津市では、　第4期草津市教育

振興基本計画にも「ウェルビーイングな学校づくり」が示されるこ

ととなっています。

埼玉県上尾市立

上平小学校

校長  中島　晴美さん

７月２９日

（月）

１３：３０

～

１６：００

教育研究

所

研修室

9
学力向上講座①

（国語科教育）

「これからの国語授業について～主体的な学びを支える「ロン

グレンジ」の学習活動～」

　変化の激しい未来を生きる子どもたちにとって、人と人とのつな

がりを創るツールとなる言葉を扱う国語教育の重要性は論じるま

でもありません。国語教育の基礎となる「話す」「聞く」「書く」力

を使い、主体的にコミュニケーションをとっていこうとする子どもを

育成するために、どのような学びが今問われているのでしょうか。

国語科における「個別最適な学び」「協働的な学び」の授業実践

等、様々な事例を紹介いただきながら、子どもが主体的に学ぶ国

語授業のあり方について解説いただきます。

京都女子大学教授

水戸部　修治さん

7月2５日

（木）

９:３0

～

1１:００

教育研究

所

研修室

－４－ 



 

 

  

№ 講　座　名 主な内容 講師 日時 場所 備考

10
学力向上講座②

（英語教育）

「英語授業のつくり方」～子どもたちと一緒に楽しむ学習活動

を考える～

　令和５年度に小学校の教科用図書採択が実施され、令和６年

度は中学校の採択が予定されています。また、新しいＩＣＴ機器や

アプリ、デジタル教科書等の活用など、英語教育を取り巻く環境

は変化し続けています。新しい教材やソフト等を活用した授業改

善を含めて、改めて授業づくりのポイントについて、赤沢先生から

わかりやすく教えていただきます。また、後半には草津市小学校英

語専科指導教員より、実践報告をしていただきます。

佛教大学准教授

赤沢　真世さん

８月１日

（木）

１３:30

～

1６:30

教育研究

所

研修室

英語教育推進委員の方は御

参加ください。

11

草津教員塾

学力向上講座③

（表現・図画工

作科・美術科）

「図工美術ワークショップ

　　　　　　　　　　　　　　～かんじる・ふれる・やってみる～」

　草津市では、令和６年１０月に全国造形教育研究大会（滋賀大

会）が、令和７年８月に滋賀県美術教育研究大会（草津大会）が

行われます。まさに、子どもたちの豊かな感性と表現力を育む図

工美術の活動に、私たち教員も夢中になって取り組む絶好の機

会です。当日は、身近な素材や珍しい素材などを使った４つの

ワークショップを中心に、表現・図工・美術と親しむ楽しい時間を

過ごしていただきます。ぜひ、「かんじる・ふれる・やってみる」を体

感してみてください。

滋賀県美術教育研究大会

令和７年度

草津大会実行委員会

ワークショップ部会

８月１日

(木）

９：３０

～

１２：００

笠縫東小

学校

図工室等

持ち物・服装については別途

御案内します。

12 スクールESD講座

「持続可能な社会を創る子どもを育てるＥＳＤ～具体的な取り

組みの紹介を通して～」

　将来の予測が困難な時代に、これからの社会の担い手となる子

どもたちに今どんな力をつけておくべきなのか。社会に参画して

いく行動力を身に付けるために、どんな学習が必要なのか。子ど

もたちが地域に根差し、協働的かつ、主体的に学びを進める学び

のサイクルを意識した取り組みについて、数々の実践事例を交え

ながら、お話しいただきます。

東近江市立八日市南小学校

校長　　北﨑　裕章さん

７月３０日

（火）

１４：０0

～

1６:３0

教育研究

所

研修室

13 ICT教育講座①

「生成AIの利活用について」

　近年、生成AIの教育現場での利用のあり方について、活発な議

論が行われています。最新の生成AIの機能と現職教員・教員養

成系大学院生の生成AIの利用意向調査を通して、生成AI利用

意向、教育現場で利用する可能性と留意点、求められる教育内

容等、考察されたことについてお話しいただきます。

鳴門教育大学

教員養成DX推進機構長

特命教授　藤村　裕一さん

(中央教育審議会初等中等

教育分科会デジタル学習基

盤特別委員会委員)

７月２２日

（月）

１５:１０

～

1６:４５

キラリエ

草津

６F大会

議室

14 ICT教育講座②

「①『協働学習ソフト』・②『AI型デジタルドリル』を利用した授

業づくり（初級・中級）」

①（前半：９：００ー１０：４５）

　シンキングツールや共有ノート等の実技研修により、協働的な学

びをコーディネートできるスキルを身に付けます。ロイロ認定イノ

ベーターより、丁寧に指導いただきます。

②（後半：１０：５５ー１１：５５）

　AI型デジタルドリルについて、目的に応じた課題発信や個人・学

級の学習ログの活用方法を習得します。ラインズ（株）担当より、

デジタルドリルソフト体験を通して学びます。

【協働学習ソフト研修】

株式会社Loilo

上原浩平さん

ロイロ認定イノベーター

徳千代太一さん

【デジタルドリル研修】

ラインズ株式会社

文教グループ大阪支店

小林由乃さん

７月３０日

（火）

９：０0

～

1２:00

教育研究

所

研修室

必ずご自分の指導者用コン

ピュータ（お持ちでなければ

校務用コンピュータ）をお持

ちください。

15

こどもまんなか

社会（学校）づく

り講座

（幼保小接続)

(子どもの権利

条約）

「こどもまんなか社会の実現に向けて～草津市の取り組みを踏

まえて～」

　児童虐待の相談対応件数や不登校、いわゆるネットいじめの件

数が過去最多となる等、子どもを取り巻く状況は深刻になってお

り、様々な課題が取り上げられています。次代の社会を担う全て

の子どもが、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会

の実現を目指して、子ども政策の総合的な推進が求められてい

ます。その中でも、幼児教育・保育、学校教育において、大切なこ

とは何か、幼保小接続について等、草津市の取り組みを踏まえた

上でお話いただきます。また、こども家庭庁の立ち上げに携わっ

た経験や福岡県での地方教育行政に携わった経験から、子ども

の権利条約や生徒指導提要の改訂等についても言及いただきま

す。

文化庁政策課専門官

（前・こども家庭庁保育政策

課課長補佐、元・福岡県教育

委員会義務教育課長）

塚田　淳さん

７月２６日

（金）

1４：００

～

1６:０0

キラリエ

草津

６F大会

議室

教育会共催

研究発表大会①

第１部

奨励論文・研究

論文発表会

①「伝える」から「伝わる」へ保育の可視化をめざして～見える・

わかる・つながるための取組を通して～

②地域とつながり、持続可能な社会の実現に向けて、主体的に

行動できる子どもの育成　～子どもの学びがつながるカリキュラ

ムの構築～

③学びの共同体実現に向けた指導法提案～複数の意図的な不

正解から，不正解の理由を思考する～

④研究報告（令和４・５年度教育研究所研究員より）

「スタディ・ログ」を生かして自ら学びを調整する子を育てる算数

授業～『個別最適な学び』と『協働的な学び』という観点から学

習活動を工夫して～

①老上こども園

TEAM　OIKAMI

松浦　奈津樹さん

②常盤小学校

常盤小学校ESD

中村　匡子さん

③新堂中学校

佐竹　二三也さん

④志津小学校

杉本　久美香さん

８月２日

（金）

13:00

～

14:３０

教育研究

所

研修室

令和６年度研究奨励事業応

募者の方は御参加ください。

（研究奨励事業応募者の中

間研修会を兼ねています。）

日程・講演内容 講師

14:４５～14:５０　開会行事

14:50～16:40　講演   「子どもの多様性に気づく」

＜講演概要＞

　多様性の理解が必要といわれている今日ですが、本当に意識し

たい多様性とは、子ども一人ひとりに宿る「やりたい！」という意志

に寄り添うことですが、これを現場で実現するのは中々難しいの

はなぜなのでしょうか？今回は、ワークショップとグループコーチン

グを通して、子どもたちの意志が尊重される環境とは一体どんな

ものなのか、そんな環境を作るために私たちは何ができるのか、

一緒に考えてみましょう。

イシキSmoothy

代表　寺岡　佑記さん

８月２日

（金）

14:４５

～

16:45

教育研究

所

研修室

第１部と入れ替え制で行いま

す。駐車場が混雑しますの

で、安全に気をつけて研究所

へお入りください。

16

研究発表大会②

第２部

教育講演会

人権教育

－５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○研究所付近の地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※自動車で来られる際は、教育研究所の駐車場をご利用ください。 

    ※駐車台数が限られています。必ず【乗合わせ】でお越しください。（各校３台まで） 

※駐車場が混み合いますので、時間に余裕を持ってお越しください。 

    ※駐車場では、誘導者の指示に従ってください。 

    ※欠席、遅刻、早退については、所属長を通じて欠席届、遅刻届、早退届を研究所へ提出してく

ださい。 

※今年度はデータ資料としています。教職員は Teams＞教材共有ポータルサイト＞教育研究所

＞ファイル＞R6夏期研修講座内格納の資料をダウンロードし、指導者用コンピュータ（お持

ちでなければ校務用コンピュータ）を御持参ください。PCがない方についての資料は当所で

用意いたします。 

 

 

 

 

№ 講座名 準備物・注意事項等

13
ICT教育講座①

7月２２日（月）　ＰM

滋賀県教育会研究大会草津・栗東大会の記念講演と兼ねており

ます。１４時５５分までは研究発表の部が行われておりますので、

それまでは受付でお待ちください。

4
生徒指導・教育相談講座

７月２５日（木）　PM

子ども家庭・若者課共催の研修です。市民活動団体や中間支援

組織の方々も参加されます。

15
こどもまんなか社会（学

校）づくり講座

７月２６日（金）　PM
就学前施設の方も参加されます。

11
草津教員塾

学力向上講座③

８月１日（木）　AM

活動が中心の講座となります。持ち物について、当日の服装等に

ついて、別途ご案内いたします。

★連絡・注意事項

キラリエ草津

６階大会議室

笠縫東小学校

図工室等

場所

キラリエ草津

６階大会議室

キラリエ草津

６階大会議室

－６－ 



 

 

 

  

－７－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

研究発表大会 

第１部 奨励論文・研究論文発表会  

 

１３：００～１４：３０  

 

① 「伝える」から「伝わる」へ保育の可視化をめざして 
～見える・わかる・つながるための取組を通して～ 

老上こども園 TEAM OIKAMI 松浦 奈津樹さん 
② 地域とつながり、持続可能な社会の実現に向けて、主体的に行動できる子どもの育成  

～子どもの学びがつながるカリキュラムの構築～ 
常盤小学校 常盤小学校 ESD 代表 中村 匡子さん 

③ 学びの共同体実現に向けた指導法提案 
     ～複数の意図的な不正解から，不正解の理由を思考する～ 

新堂中学校 佐竹 二三也さん 
 

 

 

１４：４５～１６：４５ 

「子どもの多様性に気づく」 

講師 イシキ Smoothy 代表 寺岡 佑記 さん  

主催 草津市教育委員会 

   草津市立教育研究所 

※令和６年度研究奨励事業応募者の中間研修会を兼ねています。 

 今年度の研究奨励事業に御応募いただいている方は、ぜひ御参加ください。 

 

日時：令和６年８月２日（金）  
場所：草津市立教育研究所 研修室     

第２部  教育講演会 

開会行事 14:45~14:50 
講  演 14:50~16:40 
閉会行事 16:40~16:45   
 

【講演の概要】 

多様性の理解が必要といわれている今日ですが、本当に意識したい

多様性とは、子ども一人ひとりに宿る「やりたい！」という意志に寄り添う
ことですが、これを現場で実現するのは中々難しいのはなぜなのでしょう

か？今回は、ワークショップとグループコーチングを通して、子どもたちの

意志が尊重される環境とは一体どんなものなのか、そんな環境を作るた

めに私たちは何ができるのか、一緒に考えてみましょう。 

●令和５年度草津市教育研究奨励事業表彰者による発表 

  

 

「スタディ・ログ」を生かして自ら学びを調整する子を育てる算数授業 
～『個別最適な学び』と『協働的な学び』という観点から学習活動を工夫して～                         

志津小学校 教諭 杉本 久美香 さん 
 

●令和４・５年度教育研究所研究員による研究報告 

 

  

 

－８－ 



 

 

 

 

 

 

 

～「やまびこ教室」５月、６月の活動から ～ 
   

やまびこ教室は昨年の５月から上笠教室を開設し、青地教室と併せて市内の２つの教室で

活動を行っています。普段は教室ごとに活動をしていますが、各学期に１回程度、交流会を企

画し、様々な体験活動を通してお互いの交流を図っています。 

 

６月１２日のやまびこ交流会から 

                                  

今年度初めての交流会です。晴天に恵ま 

れ熱中症の心配をしながらも暑さに負けず 

野外での活動を楽しみました。心地よい風 

が吹く中ディスクゴルフやチーム対抗でモ 

ルック等のニュースポーツに挑戦しました。 

最後は全員でドッジボールをして無事交流 

を終えることができました。 

                          （場所 ai 彩ひろば） 

青地教室の活動から 

 

    

  

 

  

 

上笠教室の活動から 

 
 

 

 

 

 

やまびこ 

教育相談室です 

☎ 077-563-1270 

 

 

じゃがいも掘り 

青地教室の横にある畑でじゃが

いも掘をしました。じゃがいもが掘

れたときの嬉しそうな表情を見る

ことができました。 

やまびこクッキング  

今回は卵白を泡立てて、ふっくらフワ

フワのパンケーキ作りに挑戦しまし

た。ホイップクリームやバナナ、チョコ

で飾りつけ、おいしいパンケーキの出

来上がりです。    

－９－ 



 

 

 

 

今年度 6 月より草津市 SSW として務めさせていただいています。 

 15 年ほど前に海のない奈良県から参りました時、琵琶湖の水面や吹き起こる風にとても気持ち

の良いものを感じ、いいところで過ごせるなぁとうれしかったのを覚えています。 

 奈良では中学校の教員（社会科）を、こちらに来てからは主に不登校の子どもや保護者の相談

員をしてきました。相談を受けている中で、課題解決のためには家庭を始め子どもを巡る周りの

環境が大切で、特に「学校」という存在がとても大きく心強く、学校にしかできないことがたく

さんあるのだと教員の頃よりもひしひしと痛感するようになりました。昨今の複雑な社会の中で、

日々子どもたちのために奮闘されている先生方の力になりたいという思いもありスクールソー

シャルワーカーを目指しました。 

子どもたちが自分らしく自分の人生を生きていけるよう、保護者の方が安心し

て子どもの自立を支えていけるよう、先生方や支援機関の皆さまといっしょに力を

尽くしたいです。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

                       草津市スクールソーシャルワーカー 

                                  市川かおる 

 

 

 

 

「遅刻するにも練習が必要」 

K さんは超がつくほど真面目な女の子でした。「忘れ物をしたら…」とドキドキしてしまうので、

全教科の教科書とノートを常に鞄に入れていました。学校では「トイレに行きたい」と言えない

ので、ほとんどお茶を飲まず、お弁当は一口しか食べません。「遅刻をするなんてとんでもない！」

と、遅刻しそうになると学校は欠席になってしまいます。 

そんな K さんが中学 3 年生、受験を迎える時期に差し掛かりました。このままでは朝にちょっ

と違和感があると受験さえも行かないことを選びそうでした。そこで、K さんにしてもらったの

が「遅刻する練習」です。遅刻をしても一定の時間内なら試験を受ける権利があること、そうし

なかった場合の損失の大きさ等を説明し、K さんも頭では納得しました。しかし、家でお母さん

に「やっぱり遅刻は絶対に無理‼‼」と訴える K さん。そこから、嫌々ながらも毎日学校には遅刻

で登校し、それを先生がにこやかな顔で迎え入れることを繰り返し、徐々に「まあ、遅刻しても

大丈夫だと思えるようになってきた。やっぱり気持ちは悪いけど…」とまで言えるようになりま

した。彼女がここで得た「遅刻してでも行く」という力は、その後の体力のない彼女の生活には

大いに役立っています。 

正しいやり方や理屈は分かるだけではなかなか行動に移せません。出来るようになる為には、

「安心できる状況の中で実際にやってみる」ことが必要です。 

 

 

－１０－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「ありとすいか」 たむら しげる／作・絵 （ポプラ社） 

村尾 亘／作・絵ワンダ・ガアグ／ぶん・え いしい ももこ／やく 福音館書店） 
 あるあついなつのごご、ありがすいかをみつけてやって

きました。これはうまいぞ、すにはこぼう！ 

 小さなありがたくさんの仲間を呼んで、なんとか巣に運

ぼうと頑張りますが、大きなすいかは動きません。ありは

どうやってすいかを巣に運ぶのでしょうか。皮まで余すこ

となく、すいかを満喫するありたちにも注目です。 

 実際にありがどうやって食べ物を巣に運ぶのか、美味し

いすいかを食べながら観察するのも夏のよい思い出になる

のではないでしょうか。 

「おじいちゃんがペンギンやったとき」 モラグ・フッド／作 長谷川 義史／訳 （小学館） 

 
おじいちゃんのおうちに遊びに行ったわたしは、おじい

ちゃんに違和感を覚えます。おじいちゃんがペンギンの姿

をしていて、まるで自分がペンギンかのように話をしたり、

行動したりするからです。わたしがあやしんでいると、動

物園から電話がかかってきます。どうやらおじいちゃんと

ペンギンが入れ替わってしまっているようです。 

おじいちゃんを楽しむペンギン、戸惑っているわたし、

動物園を楽しむおじいちゃん、三者三様の様子がおかしく

て、笑いがこみ上げてくる楽しいおはなしです。 

「ノラネコぐんだんアイスのくに」 工藤 ノリコ／著 （白泉社） 

ワンワンちゃんのアイスクリームパーラーをノラネコぐ

んだんがのぞいています。おいしそうなアイスを食べたく

なったノラネコぐんだんは、空っぽになったアイスの入れ

ものに入ってアイスクリーム工場に行くことにしました。

工場でいっぱいのアイスを全部食べたノラネコぐんだん

は、寒くて凍えてしまいます。食べられてしまったアイス

とノラネコぐんだんはどうなるのでしょうか。 

人気シリーズの第６作目となります。子ども達はノラネ

コぐんだんの一員となって冒険を楽しむことでしょう。 

司書さん おすすめの絵本 
シリーズ 

読み聞かせなどに、ご活用ください 
このシリーズは、市立図書館の司書さんのご協力を得て作成しています。 
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